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 Ṥ  

 緑の活動団体を対象に「花壇コンテスト」

を開催いたしました。緑のコーディネーター

さんも、２ブロック出展していただき、どち

らも『特別賞』を受賞されました。 

最優秀賞「秋の里山」 
受賞団体“花の仲間たち” 

かわいい作品が完成 

  2009  
   ӲҘ  

 今年も、緑のコーディネーターさんには「体験講座」「花壇コンテスト」

「所属団体でのスタッフ」等で活躍していただきました。お陰さまで無事終

了することができました。ありがとうございました。 

特別賞「花に萌え」 
“福岡市緑のコーディネーターＡ” 

特別賞「近代石庭」 
“福岡市緑のコーディネーターＢ” 

ƺ ǵȱɶɅȡɋɶȽɶ ἧǜȚƻ 

 当日は、あいにくの悪天候で「どうなる事やら」

と、とても丌安でしたが、それでもぽつりぽつりと

来ていただき、最終的には５０名の参加者があった

とのことで、ほっとしました。 

 みなさん、自分なりに工夫され素敵な作品が出来

上がっていました。色の配色も、あっと驚くような

組み合わせを作られている方もおられました。みな

さん「楽しかった」と言って帰られていたので、そ

れが一番です。 

 また、個人で材料をここまで集めるのは大変なの

で、このようなイベントで気軽に体験できるのは、

とても素晴らしいと思います。 

グリーンノートのバックナ

ンバーは協会ホームペー

ジに掲載しています。 

http://www.mori -

midori.com  
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ƺ ǵȱɶɅȡɋɶȽɶ ǜȚƻ 

 秋晴れのまさに「現地見学バスツアー日和」に恵

まれ、植物大好き！の皆さんの笑顔を乗せ、大型バ

スは宗像方面へと出発！！ 

 途中、西郷川花園でひまわりやコスモスの中に、

バッタや秋の可愛らしい虫たちの姿も見つつ、まず

目指すは吉田邸。一年中花に囲まれた暮らしを願わ

れ、花木と宿根草をそれぞれに１００種類余りで、

ご自宅を囲まれるように育てておられ、その中を

ゆっくりと散歩させて頂きました。ご夫妻の優しい

笑顔とお心遣いに、毎日の気忙しさを忘れほっとし

た気持ちになりました。現在の庭の花リスト等もご

用意下さり参考になりました。また、グランドカ

バーに適した「プラティア」という名の可愛い花に

もめぐり合えました。 

 この後、海の側で昼食。今日初めてお会いした皆

さんとも、気さくに色々な話で盛り上がり、楽しい

情報交換となりました。 

 お腹も満たされ、次は以前より是非一度お伺いし

綺麗な花に囲まれた吉田邸 花栗先生のお話を熱心に聞いています 広々とした安武園芸 

 

᷂ ἶ  22  
 ƺ ǵȱɶɅȡɋɶȽɶ ἱӵǜȚƻ 

 ╫福岡市森と緑のまちづくり協会主催の行事

「現地見学バスツアー」に初めて参加しました。 

 宗像市の吉田邸と育苗施設、福津市の花栗先生

の庭園、そして古賀市の安武園芸見学と、３市に

またがり１日かけてゆっくりと楽しく見学させて

いただきました。 

 バスの中では８割ほどの方が女性とあって植物

の話にワイワイ花開き、日頃お話しした事がない

方とも気兹ねなく会話も弾みました。途中よりさ

すがマダムを思わせる現地買い物バスツアーと化

し、車中はあっという間に草花で足の踏み場もな

いくらい一杯になり、いい香りで満たされまし

た。 

 １日を振り返り、吉田邸では１年を通していつ

も花が咲いている花壇作りをされ、色とりどりの

草花が咲き乱れ、まるで世界中の草花が集合したメル

ヘンの世界でした。花栗庭園では、人と家と自然の調

和を基本とした、より自然に近い花壇作りが心がけら

れ、多年草を中心として、雑草までもが生き生きと花

壇に溶け込んでいることに驚き、そして周りにお住ま

いの方々からもよく見える開放型の癒しの発信基地で

もあるかのようでした。安武園芸では、父と息子さん

が一緒になって苗づくりから販売までされており、ほ

ほえましい雰囲気とよい環境が植物にも伝わっている

ためか、愛情いっぱいのとても立派で良い花苗が育

ち、商売繁盛へとつながっているのではないかと思い

ました。 

 以上が私のバスツアーの感想ですが、このような実

りのある行事には積極的に参加し、これからも知識を

深め、緑のコーディネーターという名に恥じないよう

精進して参りたいと思います。 

たかった建築・造園でご活躍の花栗先生の「Miyuri

企画庭園」へ。自然調にコーディネートされた庭

は、安らぎ感を不え、中程を細く小さく流れる川に

は小さな蟹もいて、つい微笑んでしまうほどでし

た。 

 そんな中、わたくしが最も印象深かったのは、秋

の丂草の一つで「フジバカマ」が至る所に咲き、そ

こへひらひらと浅黄斑蝶（アサギマダラ蝶）が飛ん

でいたことでした。帰宅後調べてみると、「旅をす

る蝶」とも言われ、夏季には三千メートルの嶺をも

こともなげに越え、蜜を吸い羽を休めては北へと旅

を続ける。とあり、改めてびっくりしてしまいまし

た。 

 出発時には予想もしていなかった事が幾つもあ

り、あっという間に一日が過ぎて行きました。本当

に参加させて頂いてよかったと思いました。 

 このツアーを企画され、また様々にお世話を頂き

ました皆さまへ、心からお礼を申し上げます。 

 ありがとうございました。 
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ƺ ǵȱɶɅȡɋɶȽɶ ⁿ ̯ἧǜȚƻ 

【コンテナガーデンの基礎講座を受講】          

①全体のバランスを考えて、遠くから見て置き場所をしっかり決める。 

②製作テーマをきめる。 

③コンテナの選び方→その場に合うものを選ぶ。 

（安全性を重視したり、乾燥が強いところはプラスチック製が良い） 

④植物選び 

・テーマに合う植物の組み合わせを考える。 

・共存共栄の工夫…ミントは地下茎で伸びるため他の植物を殺す。よって丌織布で巻き、寄せ植えする。 

・現場であわせる…複数設置する時は、左右や全体のバランスを考える。シンメトリーにするのも良い。 

・コンテナの土…地植えの場合は植物が自分に合う土を探して根を張るが、コンテナの場合は充分に配慮 

 した良い土が必要。（酸性とアルカリ性の植物を混植する場合は丌織布で巻く） 

 以上、たくさんのスライドを見て勉強した後で、実習の植え付けをしました。 

【アイランドシティ中央公園 ウエルカムコンテナガーデンのテーマ】 “空と緑と風” 

 「ぐりんぐりん」のらせん状の建物に合わせて、高いもの・低いもの等のコンテナがバランスよく配置

され、４０名が７グループに分かれて作業を開始しました。 

ƺ ǵȱɶɅȡɋɶȽɶɵ ₉ ˝∆ἧǜȚƻ 

 アイランドシティ中央公園メインエントランスに「グリッピキャンペーン2009 」のウェルカムコンテ

ナ１５基をデザインさせてもらいました。８月下旬に最初の下見、デザインに何度も修正をかけながら出

来上がり。１０月２９日、いよいよ植え込みの日を迎えました。 

 緑のコーディネーターさん達は講義を熱心に聴いて下さり、実習は植物と対話しながら植えてらっしゃ

いました。植える時に植物の向きをしっかり検討して、素敵な景色が完成しました。 

 今後気をつけて植えてもらいたい事があります。植物を土に植え込む時は、根鉢を浅すぎず深すぎず植

える事が大切だと思います。浅すぎると水やり後、根鉢が浮き上がってしまいます。優しく、丁寧に、手

際よく！今後の成長が楽しみなコンテナ群です。 

 今回関わって下さった方々に感謝しています。ありがとうございました。 

コンテナの基礎を勉強中 グループに分かれて植え付け ウエルカムコンテナの完成 

帄足さんグループの作品 
主はメラレウカ、白系でまとめました 

スホウ竹のコンテナ 

作業を終えて集合写真 

ᶸ Ḩ ↔  

色々な形のコンテナを作成 
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  σ 
ƺ ǵȱɶɅȡɋɶȽɶ қ̈ἧǜȚƻ 

 １０月１７日（土）９時半から、立花寺１丁目種苗育成施設の

オープンセレモニーが開催されました。空港周辺跡地利用で、国・

県・市の助成金で出来た施設です。 

 緑のコーディネーター９名参加の「花そうかい」が企画したもの

です。秋晴れのなか、地元博多区から大勢の参加があり、式典終了

後、会員たちで育ててきた葉ボタンやビオラ・キンセンカなど、花

苗を自分たちで鉢上げし、５０名ほどの方たちが持ち帰られまし

た。 

 フェンスで囲われた草地が、これから道路沿いは花壇に、中は土

づくりや種から苗を育てる施設として、地元住民の会員ともども勉

強やコミュニティーの場として、これからも活動していきます。 

 また、他のボランティアグループの方々にも苗を提供できるように、学んでいこうと思っています。 

緑のコーディネーター（山口夫妻・中園・古荘・堀内・砥上・帄足・大下・松永） 

大勢の人でにぎわいました！ 

 Ῥ  ₴  

ƺ ǵȱɶɅȡɋɶȽɶ ʿ ἧǜȚƻ 

  ⅎ′ Ῥ 
 毎年１１月に入ると、広川の立山さんからお電話が入り「今

年もみかんを採りにいらっしゃい」と連絡が入る。玄界島の皆

さんには“かもめ広場”で生活されていた時から、このみかん

を持参していましたが、立山さんと玄界島の皆さんの交流が必

要と、１１月３日「ＮＰＯ南畑ダム貯水する会」の山下さんの

軽トラを引き連れ、玄界島公民館の主事さん、島の婦人部長さ

んたち４人と、福岡側３人で皇帝ダリアの林立するみかん山に

お邪魔しました。 

 お昼は立山さんの手作り山小屋で、炉辺を囲み豚汁をご馳走

になり歓談しました。その後楽しくみかんを摘み300 キロのお

土産をいただき、１１月８日の島での球根植えの際、皆さんに

配られました。来年からは恒例になればいいですね。福岡も

200 キロいただき、花の水やりを支援する福大生など、花関係

のお世話になった方々に配布しました。 

 Ῥ ̃ ֻ  
 １１月８日（日）玄界島公民館・玄界島婦人部９０人の参加

のもと、建築士会花ば咲かせ隊球根提供で、メインストリート

階段傾斜地に水仙の球根3000 球、ヒロ園芸さん提供ベゴニア

300 本が植えられました。 

 島の一番上の公園、伝説の百合若公園には、昨年鉄砲百合が

600 球植えられ見事に咲き、今年も800 球植えられました。

福岡からは緑のコーディネーター嶋添裕子さん・建築士会の木

村洋子さんが参加。 

 おいしいクジラ飯をご馳走になり、新鮮なお魚のおみやげを

いただきました。 

おいしくお昼をご馳走になりました。 

階段横の急斜面での作業 

みんなで記念撮影 
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ƺ ǵȱɶɅȡɋɶȽɶ ʿ ἧǜȚƻ 

ֿ ǜȚɵ ὃǜȚɵ ǜȚ  

 第１日目、前日の台風の影響で欠航したのがうそのような、秋晴れの天

気に恵まれ、博多港から緑関係・雨水関係６名で釜山入りした。 

 黄会長・具教授・市職員の出迎えを受け、昼食はアツアツの「サムゲタ

ン」をご馳走になったのち、釜山広域市役所を訪問。釜山広域市議会海洋

都市委員会委員、李成斗氏と面会、釜山市の雨水条令の説明を受け、福岡

市の雨水利用の説明をしました。両市とも都市化による洪水問題が共通点

であった。 

 ３時３０分から２時間、両市関係者雨水懇談会が行われ、NPO 南畑ダ

ム貯水する会の山下理事長が、福岡での雨水利用活動について発表、その

後意見交換を行った。釜山側出席者はムルマンゴルの金院長・湿地学会・

市職員・釜山ネットワーク幹事１２名が参加した。 

 夜はファン会長主催の交流会が行われ、東亜大金教授など２０名が参加

した。釜山ー福岡みどり／水パートナーシップの話や、ぐりんポケット

パーク（緑ちかまるのようなもの）や、100 七坪公園着手の話をしていた

だいた。町は釜山映画祭中で、遅くまでにぎわっていた。 

 

 あくる日、洛トン河畔の競馬公園の国際案山子大会に参加しました。親

子ずれ、家族チームが奮闘して、いろいろな案山子づくりを秋の空のもと

で展開。にわかづくりで福岡チームも参戦。角銅は審査委員として80 余

体の審査を、地元審査員とともにしました。いろいろ工夫され、見事な出

来栄えで落とすのに苦労しました。その中で見事福岡組は、実力で勝ち残

り銀賞を獲得。成果を発揮できましたが、韓国の優秀作品は情緒にあふ

れ、デザインもすぐれたもので、文化と芸術の高さを感じました。福岡か

ら持参した「園芸福祉ふくおかネット賞」も大変好評でした。 

 午後、ルムマンゴル地区に入りました。急な坂道を上がると特注の歓迎の大たれ幕がかがげられ、びっ

くりさせられました。丘の上にある集会場には、８月福岡訪問の際差し上げた雨水タンクが置かれていま

した。 

 町内会長・老人会長・運営委員・理事・湿地学会など２０人ほどの方が参集、ルムマンゴル共同体の要

旨が説明されました。朝鮮南北戦争の際避難した人たちが、水のある谷に丌法に住みこみ、長い間行政と

対立した歴史がありましたが、1998 年から避難民が共同で３七５千坪の土地を取得。撤去されない谷に

なり、行政との対立もなくなり、ともにまちづくりをするようになったそうです。山の生態系を守り、汚

染のない環境の町づくりに着手、木を植え河川を整備し、自然の野の花が咲き、魚が住める谷にするそう

です。近くでは鹿の姿が見えました。住民は350 戸、１０００人の人が住み

雨水利用を推進していくそうです。 

 おりしも我々も樋井川流域総合治水市民会議を立ち上げたところで、お互

い情報交換しながらのネットワークが進行しそうです。過去、日本軍の施設

があった所で、高層建築の建てられない場所であると漏れ聞きました。 

 翌日、テヨン樹木園生態資料館に福岡から持参した雨水タンク「エリザベ

ス」を子どもたちと組み立て設置しました。終了後、お隣の国連墓地に参拝

し戦死者の冥福を祈りました。黄会長、市職員の見送りを受け、釜山の秋の

旅は無事終了しました。 

釜山広域市での交流 

案山子作りに挑戦 

ルムマンゴル地区で歓迎を受けました 

子ども達に雨水タンクいついて説明 



 来年も福岡県と福岡市共同で、「海の中道フラ

ワーピクニック」に花壇を出展します。 

 今年の「フラワーピクニック２００９」では、

フラワーピクニック花壇のテーマである ʫ̈

ἧ͑ を基に多くの子供たちの

参加で作成しました。デザインは釜山市の小学生

にデザイン画を描いてもらい、それを緑のコー

ディネーターの皆さん（７名）にアレンジしても

らい作成しました。植え付け作業は市内の小学

生・緑のコーディネーター・県内より募集したボ

ランティアの皆さんなど、総勢約１００名が参加

し、夢のある、楽しい、仲良し花壇「花の大宇宙

船」を完成させました。 

 来年の「フラワーピクニック２０１０」におい

ても、今年同様のテーマである ʫ̈ ἧ͑

を基に花壇を出展したいと考え

ています。そこで、花壇のデザインをしていた

だける方を募集したいと思います。 

 ご協力いただける方は下記申込先までご連絡

ください。また、１月以降に一般ボランティア

の方々への植え付け指導スタッフを募集する予

定です。植え付けのみの参加も大歓迎です。ぜ

ひ、この機会にご参加ください。 

ʴ  
 ῎ ῎⁸Вֿї᾽ Ṥ Ṥ ҹ  

 

◆スケジュール 

 １２月：花壇デザインの打合せ 

   1 月：植え付け指導スタッフ募集 

  ２月：植え付け一般ボランティア募集 

     指導スタッフ説明会 

  ３月：植え付けイベント 

◆花壇デザイン参加者募集人数：１０名程度 

◆参加申込方法：１１月２７日までに、電話または 

   ＦＡＸで、①氏名、②ご連絡先、③ＦＡＸをお 

 持ちの方はＦＡＸ番号をお知らせください。 

◆申込先：福岡市住宅都市局公園緑地部緑化推進課  

     担当：冨安 

     ＴＥＬ：０９２－７１１－４４２４ 

     ＦＡＸ：０９２－７３３－５５９０ 

今年の植え付け作業状況 

 こんにちは。福岡市植物園です。 

 朝晩が冷え込むようになり、植物園の紅葉も見ごろを迎えます。 

 植物園では１１月７日に友の会会員イベント「ハンギングバスケット

づくり実践講座」を行いました。当日は友の会会員のみなさんと園内に

飾るハンギングバスケットを制作し、飾り付けました。是非、友の会会

員さんが作ったハンギングバスケットを見に植物園へお越しください。 
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☆植物園ホームページ  

http://botanical - garden.city.fukuoka.lg.jp/    
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公開講座：みどりの環境と福祉 

  日時：平成２１年１２月５日（土）    

『水とみどりのガーデンキャンパス＆みどり体験』バスツアー 

 日時：平成２１年１１月２８日（土）    


